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２．各ワーキンググループの活動報告 

 

実態調査 WG    __________________________________________________  

 
平成 22 年度の実態調査 WG は、下夷美幸（文）、十川和博（生命）、玉田薫（電通）、柳田賢二（東

北アジア）、吉成浩一（薬）の 5名から構成された。 

東北大学では、本委員会と女性研究者育成支援推進室とが協力し、特に女性研究者支援事業に

力を入れて男女共同参画の実現に取り組んでいる。例えば、平成 20年度までは「杜の都女性科学

者ハードリング支援事業」が行なわれ、その一部は大学独自の事業として継続されている。また

平成 21 年度からは「杜の都ジャンプアップ事業 for 2013」が 5 カ年計画で実施されている。し

かしながら、これらの取り組みが対象となる研究員にどの程度浸透しているか、また、本学の研

究員が実際にどのような支援を必要としているのかについては、体系的に調査されておらず、不

明な点も多い。そこで本年度は、東北大学の学部学生と職員を除く全構成員（大学院生、常勤・

非常勤教員・研究員、研究生等を含む）を対象として、研究者支援事業に関するアンケート調査

を行うこととした。 

アンケート調査の質問内容は、WG 内でのメール会議により原案を作成し、本委員会に諮った後

に最終決定した。調査方法は、ウェブで回答を入力する形式とした。アンケート調査実施にあた

っては、各部局長宛にアンケート依頼文を送付すると共に、各部局の庶務係を通じて各構成員に

周知した。回答期間は平成 22年 12 月 8日から 12月 21 日までの 14 日間とした。この調査期間中

に各部局へ再度回答依頼メールを送付した。その結果、938 名（教員 526 名、大学院生 332 名、

その他研究員・不明 80名）からの回答が得られた。 

〔アンケート調査の結果については、本報告書第 5 章を参照〕 

 

実態調査 WG 座長  

吉成 浩一 

 

 

広報ＷＧ     ____________________________________________________  

 
広報ワーキンググループは、男女共同参画の広報に関する業務を行っている。平成22年度には、

山本照子（歯学研究科）、京谷孝史（工学研究科）、冬木勝仁（農学研究科、座長）、全眞嬉（情報

科学研究科）、村木英治（教育情報学研究部）、永次史（多元物質科学研究所）をメンバーとし、

主に第 9 回東北大学男女共同参画シンポジウムの企画と運営を中心に活動を行った。  
 
活動状況 

1．平成 22 年 8 月 6 日 男女共同参画委員会執行部と広報ＷＧの合同会議：  
シンポジウムの日時を 12月 19日または 20日とし、講演者との日程を調整することとした。

また、会場を片平キャンパスとすることについて承認した。 
テーマは地方自治体の行政課題と大学の男女共同参画課題をともに考える方向で検討した。 

2．平成 22 年 9 月 30 日 男女共同参画委員会執行部と広報ＷＧの合同会議：  
シンポジウムの日時を 12 月 19 日に決定するとともに、会場をエクステンション教育研究

棟にすることとした。また、テーマを男女共同参画の取り組みにおける大学の役割に絞るこ
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ととし、企画を確定させた。これ以降、講演者、パネリストへの正式依頼を行った。 
3．平成 22 年 12 月 19 日、シンポジウム当日の開催運営を行った。 
 

第 9 回東北大学男女共同参画シンポジウムの実施概要 
   

テーマ： 男女共同参画政策と大学の使命  

参加者： 教職員・学生・一般市民（参加者数 91 名） 

日 時： 平成 22 年 12 月 19 日（日）13：00～16：30 
会 場: 東北大学片平キャンパス 

エクステンション教育研究棟法学研究科講義室 201A・B 

内 容： 開会挨拶  東北大学 総長 井上明久氏  

来賓挨拶  内閣府 男女共同参画局長 岡島敦子氏 

 

第 1 部 第 8 回沢柳賞授賞式、受賞講演および第 6 回受賞者成果報告講演 
 

研究部門では、法学研究科博士課程後期修了生である茂木洋平氏が、プロジェクト部門（特

別賞）では、理学研究科の阿部比佐久氏、久利美和氏、村上祐子氏が受賞講演を行った。引

き続き、第 6 回沢柳賞受賞者（プロジェクト部門）成果報告として、環境科学研究科博士課程後

期のトゥルムンフ・オドントヤ氏が講演を行った。 
 

第 2 部 大学における男女共同参画の現状と課題 
 

最初に、首都大学東京の理事・副学長であり、日本学術会議会員でもある江原由美子氏が、

学術会議が行った男女共同参画に関するアンケート調査をふまえた基調講演を行った。引き

続き、本学男女共同参画委員会副委員長である辻村みよ子法学研究科教授をコーディネータ

ーにパネルディスカッションを行った。パネリストは下記のとおりで、「男女共同参画社会基本

法」施行後 10 年をふまえた日本の男女共同参画の状況及び政策の方向やその中での大学の

役割、国公私立各大学における男女共同参画推進の取り組み状況などが討議された。 
 
<<パネリスト>> 
岡島敦子（内閣府 男女共同参画局長）、江原由美子（首都大学東京 理事・副学長、日本学

術会議会員）、甲野正道（東北大学 理事、男女共同参画委員会委員長）、三浦有紀子（東京

大学 男女共同参画室 男女共同参画ディレクター）、野呂知加子（日本大学 女性研究者支

援推進ユニット 推進コア長）、米永一郎（東北大学 女性研究者育成支援推進室 副室長） 
 

広報 WG 座長  
冬木 勝仁 

 
 

相談窓口 WG    __________________________________________________  

 
相談窓口ＷＧは、吉武清實（学生相談所）、座長として、甲野正道（委員長、理事）、大隅典子（総

長特別補佐、医）、辻村みよ子（副委員長、法）、米永一郎（副委員長、金研）、丸山克彦（総務課）

の 6 名の委員で構成された。 

8



本年度、男女共同参画相談窓口に寄せられた相談は 3 件であった。キャリア形成に絡んで、本学の両

立支援に関する情報を相談者の個別事情に即して他大学との比較において教示してほしいというものな

どであった。その例では、相談者の専門分野に近い領域の相談窓口委員につないで対応した。 
 

相談窓口 WG 座長  
吉武 清實 

 

 

両立支援 WG    __________________________________________________  

 
 両立支援 WG は、生田久美子（教育）、吉田浩（経済）、島途健一（国際文化）、山田直子（国

際交流）渡辺みか（病院）の 5 名から構成された。今年度は、青葉山地区における新学内保育園

の開設に向けての計画と準備期間となった。平成 22 年 4 月 7 日には青葉山地区保育園候補地の

見学および工学研究科長との意見交換会を実施し、男女共同参画委員会でのアンケート結果に示

されている、青葉山地区での新たな保育園の設置が強く要望されている事実を説明した上で保育

施設の設置のための協力を依頼した。その際、元折原男女共同参画委員長（理事：男女共同参画

担当）名による要望書を手渡した。今後、具体的な施設の実現へ向けて検討を継続させていく予

定である。 
 

両立支援 WG 座長  
生田久美子 

 
 

奨励制度 WG    __________________________________________________  

 
奨励制度WG は、早坂忠裕（理）、青木洋子（医）、丸山公一（環境）、千葉奈津子（加齢）、白井敦（流

体）、田中真美（医工）の6 名から構成され、下記の項目を本年度の活動目標として活動した。 
・ 沢柳賞の募集（本報告書「資料5」参照）および各部局への応募依頼を広く行う。 
・ 沢柳賞応募に関する選考および委員会への推薦を円滑に行う。 
・ 男女共同参画シンポジウムにおいて広報委員会と協力し受賞講演等を運営する。 
・ 東北大学女子学生海外渡航支援事業（ローズ支援事業）の募集（本報告書「資料6」参照）と審査を

行う。 
・ 沢柳賞及びローズ支援事業の制度の問題点の検討と改善を行う。 

 
WG 開催状況 

東北大学女子学生海外渡航支援事業や沢柳賞の審査委員会開催のほか、メール審議により活動を行

った。男女共同参画シンポジウムでは本WG 構成員が中心となりシンポジウムの運営にあたった。 
 
活動状況 

1 前期からの引継ぎ事項確認と活動目標の設定 
2 平成22 年度東北大学男女共同参画奨励賞（沢柳賞）の募集および選考 
①募集に関する検討（前期WG）に従って募集要項の作成を行い、4 月下旬にHP 公開などにより

募集を開始した。 
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②審査委員の選定 
・選考規程に従い、選考委員案を7月13日開催の男女共同参画委員会に提案し、審議検討した結

果、下記審査員とすることとした。 
・選考委員 ： 甲野 正道 （審査委員長、男女共同参画委員会委員長） 

才田 いずみ（文学研究科） 
水原 克敏（教育学研究科）   
丸山 公一（環境科学研究科）  
青木 洋子（医学系研究科）  
田中 真美 （医工学研究科） 
丸山 克彦 （総務部総務課） 

③6月25日応募締め切り後、応募書類による事前検討を各選考委員に依頼した９ 月１４日に選考委

員会を開催し、研究部門２ 件、活動部門２ 件、プロジェクト部門０ 件の合計４ 件の応募について検

討した。各部門の受賞候補２ 課題を決定したが、活動部門については活動開始時期から応募までの

時間の関係から活動部門としてではなくプロジェクト部門の特別賞とすることを協議した。予定された

賞金総額140 万円のうち、研究部門の賞金は例年どおり40 万円とし特別賞に対しては10万円とす

ることとした。上記の受賞候補および賞金額については10月18日開催の男女共同参画委員会で審

議され、承認された。 
④選考結果： 

A：研究部門：（賞金40万円）  
「Affirmative Actionの正当化理由 ～過去向きのAffirmative Actionと将来志向のAffirmative 
Action～」  

法学研究科 博士課程後期 茂木 洋平  
 
C:プロジェクト部門特別賞：（賞金10万円）  
「地域の子育て情報交換の場と父親の育児参加を促す企画としての科学普及活動」  

理学研究科 阿部 比佐久  
久利 美和  
村上 祐子 

3 第9回男女共同参画シンポジウム(12月19日)における沢柳賞授賞式運営 
本年度受賞者による受賞講演、一昨年度プロジェクト部門受賞者による成果報告講演をシンポジウ

ムの一環として実施する運営支援を行った。 
4 大学院女子学生海外渡航支援事業（通称：ローズ支援事業）の審査 
①審査は奨励制度WG で行う事となっており、平成22年6月15日に審査委員会を開催し、奨励制度

WG 構成員のうち5名で8件の応募について審査し、下記2名に対し援助を行う事とした。 
1．山田 綾子 （理学研究科） 
2．加藤 恵里子 （理学研究科） 

②一昨年度の辞退による繰越を避ける方策について検討し、採択者以外の者においても補欠2位ま

でを順位付けした。 
5 活動の検討：ローズ支援事業に関して、問題点の検討を行った。 

申請書で提出するアブストラクトに発表演題・発表者名を記載するよう、公募要領及びポス

ターに明記することを申し送り事項とした。 
 

奨励制度WG 座長 
田中 真美 
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中期目標・報告書作成 WG   _______________________________________  

 
1 活動報告 

中期目標・報告書作成ＷＧは、米永一郎（副委員長、金研）を座長として、折原守（委員長、

理事、7 月 31 日まで）、甲野正道（委員長、理事、8 月 1 日より）、大隅典子（総長特別補佐、

医）、辻村みよ子（副委員長、法）、丸山克彦（総務課）の 5 名の委員からなり、年次報告書の作

成、中期目標・中期計画達成のための取組と課題の検討などを任務とする。これらの任務に関し

てメール会議等により検討した。 
 男女共同参画委員会報告書については、例年通り 1 月末までに提出される各 WG・各部局の

原稿をとりまとめ、3 月の委員会において決定した。本年度は本学の男女共同参画の推進を目的

とした研究者支援事業に関して実施したアンケート調査結果の概要と平成 22 年 12 月 19 日に行

われた第 9 回東北大学男女共同参画シンポジウム「男女共同参画政策と大学の使命」の報告を掲

載することとした。（本報告書の広報ＷＧ活動報告（ - 頁）、第 5 章（ - 頁）、第 6 章（ - 
頁）および資料 3・4（ - 頁）参照）。 

 
2 東北大学男女共同参画の課題と検討すべき対応策 

1）平成 13 年に東北大学男女共同参画委員会が発足し、翌 14 年に第 1 回男女共同参画シンポジ

ウムにおいて「男女共同参画推進のための東北大学宣言」が出されて以来 9 年が経過し、男女

共同参画委員会の取組も定着してきたと考える。また、分野が限定された女性支援であるが、平

成 21 年度から文部科学省・科学技術振興調整費「女性研究者養成システム改革加速」事業の「杜

の都ジャンプアップ事業 for 2013」および本学独自の「女性研究者ハードリング支援事業」が

実施されており、そのシナジー効果も現れてきていると考える。そして、東北大学アクションプ

ラン「井上プラン」2010 年度改訂版にも「5 組織・経営(3)-D 男女共同参画の推進に向けた取組」

として、「女性教員の増員に向けた積極的かつ実効性のある目標の設定・実施、教職員の育児と

仕事の両立支援策の導入など、総合的・計画的な取組を推進する」というプランが明示されてい

る。実際、来年度 4 月より本学初の女性部局長が誕生する。 
しかしながら、来年度で 10 年目となる東北大学の男女共同参画の現状を見ると、女性教員比

率は平成 13年に較べ約 2倍に増加したが、依然として 10％を超えたに過ぎず、国大協目標（2010
年 20％）の達成には至らなかった。すなわち、その改善は緩慢であり、執行部・各部局と男女

共同参画委員会、女性研究者育成支援推進室等が協力して具体的な行動計画を策定して取組を推

進することが急務である。 
 
2）教職員のジェンダー・バランスが全体として改善されない背景には理系分野特有の事情など

があり、東北大学では従来から全学一律の数値目標は採用せず、各部局の自主的な取組に期待し

ている。現在理工農系分野に限定して実施されている東北大学「杜の都ジャンプアップ事業 for 
2013」は女性採用に専用枠を設定せず採用目標を達成することを特徴とし、全国的に注目され

ているが、その確たる成功のためにはインセンティブ方式による支援が有効であると考えられる。 
また本年度実施した研究者支援事業に関するアンケート調査結果（第 5 章）からも分野を限

定しない支援事業の創設、特に(a)結婚・出産・育児、介護等に対するサポートの充実、(b)研究・

教育に専念できる環境整備、(c)若手研究者の育成等が求められている。したがって、全学的な

研究者支援制度のインセンティブ方式、両立支援型などを基調とする実効性のある制度を創出し

速やかに実施することで本学全体の教職員のジェンダー・バランスが改善されることが望まれる。 
 
3）本学構成員のワークライフバランスを確保し、その両立を支援するための男女共同参画環境

11



の改善・整備として、学内保育園の設置が強く望まれた。そして平成 17 年 9 月に川内地区にけ

やき保育園が設置されたが、直後より定員超過状態が続いた。複数の学内保育園の設置の要望の

下（平成 20 年度両立支援ＷＧアンケート）、平成 22 年 3 月星陵地区に星の子保育園がようやく

開設された。しかし、平成 23 年 3 月現在において両保育園はすでに定員を上回り、拡張・増設

が必要である。特に、国際的な学術貢献において、海外研究者・留学生の家族の受入には不可欠

であり、現在のキャンパス状況から青葉山地区での早急な設置が望まれる。次に、男性の育児参

加を促進するために、その育児休業取得率を高めるための措置（例えば、男性の育児休業取得に

ついて現行の配偶者の取得に伴う特別休暇 2 日と育児のための特別休暇 5 日の特別休暇に加え

て、さらに数日の休暇の取得を可能とするパパ・クォータ制の実施とそのための個人・部局業績

評価を含む環境整備）、現行の短時間勤務制の拡充などを実現することが望まれる。 
 
4）教職員･学生等に対するアカデミック、パワー、セクシャル等のハラスメントをなくし、個

性と人権を尊重し保障する環境を整備することが肝要である。また、意識改革のためのジェンダ

ー・人権等に関する教育・研修等の実施支援も重要である。全学教育科目「ジェンダーと人間社

会」の充実のほか、男女共同参画に関する研究教育支援システムの構築（全学的な女性教員・学

生のネットワーク、メンター制など）が望まれる。 
とくに、平成 22 年度後期には、折原守元男女共同参画委員長・辻村みよ子副委員長のイ二シ

アティブのもとで、担当者 10 名（折原守元理事、辻村みよ子・大隅典子・田中真美・生田久美

子・下夷美幸・米永一郎教授の 7 名の男女共同参画委員会委員、そのほかに学外から残間江里

子氏、学内から嵩さやか・田中重人准教授）によるオムニバス形式の「ジェンダーと人間社会」

の講義が開講され、205 名の受講生を得て好評のうちに終了した。男女共同参画委員会の委員を

中心とする講義の開講は初めての試みであったが、文系のジェンダー研究の専門家だけでなく、

理系分野の教授によって「医学と性差」、｢災害・環境とジェンダー｣、「各大学及び東北大学の男

女共同参画の取組、動向」について講義が実施されたことで、このテーマの学際性を検証するこ

とができ、受講生にとっても非常に有益な機会となった。今後も、特定教員への過度な負担を避

けつつ、このような取組を続けることは、本学の男女共同参画を推進する上で重要な意味をもつ

と思われる。 
 
5）前述したように来年度で 10 年目を迎える東北大学の男女共同参画活動であるが、本男女共

同参画委員会としても、その現状の把握と、これまでの取組の検証、その課題の抽出により、次

の展開を図ることが必要である。 
 

中期目標・報告書作成 WG 座長  
米永 一郎 
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教育情報学研究部・教育部    _________________________________________  

 
教育情報学研究部では、男女共同参画委員会は教授会構成員の内 1 名から構成されている。

本研究部は平成 14 年 4 月創立の現在(平成 22 年)教授、准教授、講師、助教、助手合わせて９

名の小規模な独立大学院であり、女性教員は創立当時から採用されていない。平成 22 年に講

師の新採用のための公募を行った。公募には女性教員の採用については積極的に考慮すること

を明記したが、女性教員の新規採用は残念ながら実現しなかった。次年度以降の教員の新採用

の機会があれば、女性教員の採用を念頭に人選に取り組んでいきたい。 
 
研究部教授会において男女共同参画委員は以下のような活動を行った。 
 
１． 男女共同参画委員会の活動を報告した。 
２． 男女共同参画に関連するシンポジウムなどの活動への参加を促した。 
３． 女性教員の不在の事実を再認識させた。 
 
教育情報学教育部は現在(平成 22 年)修士課程 34 名、博士課程 17 名が在籍しており、その

うち各々44％、35％が女子学生である。情報科学と教育が融合した教育情報という新しい研

究分野における女性研究者、女性専門家の育成にこれからも勤めていく。 
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教育情報学研究部・教育部    _________________________________________  

 
１．女性構成員比率の推移（過去 3 年間） 

 
職 名 等 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

教  授 0名／3名中（0％） 0名／4名中（0％） 0名／4名中（0％）

准 教 授 0名／3名中（0％） 0名／1名中（0％） 0名／1名中（0％）

講  師 0名／0名中（0％） 0名／0名中（0％） 0 名／1名中（0％）

助教・助手 0名／3名中（0％） 0名／3名中（0％） 0名／3名中（0％）

計（助手・助教含む。） 0名／9名中（0％） 0名／8名中（0％） 0名／9名中（0％）

計（助手・助教除く。） 0名／6名中（0％） 0名／5名中（0％） 0名／6名中（0％）

大学院学生（博士後期課程）  8名／15名中（53％） 8名／18名中（44％） 6名／17名中（35％）

大学院学生（博士前期課程）  3名／27名中（11％） 8名／32名中（25％） 15名／34名中（44％）

（平成22年度は平成23年1月1日現在の数） 

 
２．新規採用者（教授・准教授・講師・助教・助手）における女性比率（過去 3年間） 

 
平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

0名／0名中（0％） 0名／0名中（0％） 0名／1名中（0％）

（平成22年度は平成23年1月1日現在の数） 
 

３．前年度より改善された点 
    教育情報学教育部では、女子学生の比率が博士前期後期ともに大学院創立の平成 14

年より毎年高く女性の教育情報の分野における女性研究者および女性専門家の育成にこ

れからも勤めていく。 
 
  ４．改善の上で、障害となっていると思われる点 
    教育情報学研究部においては平成14年4月創立当時より教員数10名ほど小規模な独

立大学院であり、その当時より女性教員はいなかった。教員の新規採用の公募は平成 22
年度に初めて行ない、公募には女性教員の採用については積極的に考慮することを明記

したが、女性教員の新規採用は残念ながら実現しなかった。教員の新規採用の機会に恵

まれないことと、教育情報学という分野における女性研究者の絶対数の少なさが本大学

院の女性教員の不在の原因になっていると思われる。 
 

５．次年度の具体的対応策 
    教員の新規採用の機会においては、今後とも女性教員の採用に積極的に取り組みたい。 
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平成 22 年度東北大学男女共同参画委員会 委員会開催等記録 

－委員会日程、主要議題及び具体的活動について－ 

 

 

 

平成 22 年 4 月 23 日   東北大学男女共同参画奨励賞（沢柳賞）公募開始 

・応募締切 平成 22 年 6月 25 日 

 

平成 22 年 4 月 30 日   第４回東北大学大学院女子学生海外渡航支援事業（ローズ支援事業）

公募開始 

・応募締切 平成 22 年 5 月 28 日 

 

平成 22 年 5 月 18 日   第 72 回 委員会開催 

            １．副委員長の選出について 

辻村 みよ子委員（法）、米永 一郎委員（金研）を引き続き副委員

長とすることが了承された。 

            ２．各ＷＧの座長及び構成員について 

各ＷＧの座長及び構成員について、折原理事から説明があり了承

された。 

            ３．各ワーキンググループにおける平成 22 年度の取組について 

              各ワーキンググループ座長から今年度の活動予定について説明が

あった。 

 

平成 22 年 7 月 13 日   第 73 回 委員会開催 

            １．第 4回東北大学大学院女子学生海外渡航支援事業（ローズ支援事

業）審査結果 

審査会結果について説明があり、了承された。 

２．平成 22年度東北大学男女共同参画奨励賞（沢柳賞）公募結果及び

審査委員の選出 

公募結果について説明があった。審査員については執行部及び奨

励制度 WGに一任することとした。 

            ３．第 9回東北大学男女共同参画シンポジウム 

標記シンポジウムの内容、開催日時及び場所については広報 WGで

検討することとした。 

 

平成 22 年 10 月 18 日   第 74 回 委員会開催 

１．平成 22 年度東北大学男女共同参画奨励賞（沢柳賞）審査結果 

審査会結果について説明があり、了承された。 

２．第 9 回男女共同参画シンポジウム 

標記シンポジウムの概要について説明があり、了承された。 

３．平成 22 年度実態調査ＷＧ活動 

女性研究者支援事業に関するアンケートを実施することが了承さ

れた。 

 

125

資料１



平成 22 年 12 月 1 日   第 75 回 委員会開催 

１．第 9 回東北大学男女共同参画シンポジウム 

標記シンポジウムのアンケート内容について了承された。また、

委員の出欠確認及び当日の役割についてはメールにて確認を行う

こととした。 

 

平成 22 年 12 月 19 日   第 9回東北大学男女共同参画シンポジウム開催 

「男女共同参画政策と大学の使命」 

 

平成 22 年 3 月 4 日   第 76 回 委員会開催 

１．平成 22 年度男女共同参画委員会報告書について 

標記報告書の構成について説明があった。 

２．平成 23 年度東北大学男女共同参画奨励賞（沢柳賞）公募  

昨年度と同様に行うことが了承された。 

３．第５回東北大学大学院女子学生海外渡航支援事業（ローズ支援事

業）公募 

昨年度と同様に公募を行うことが了承された。 

            ４．東北大学における研究者支援事業に関するアンケート 

              アンケートの実施状況について説明があった。 

            ５．大学等の男女共同参画ネットワークメーリングリスト 

              メーリングリストの管理状況について説明があった。 
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平成 13 年度東北大学男女共同参画委員会報告（Ｈ14.4.16 評議会報告）に対する対応状況（抜粋） 

 

 

報 告 書 の 概 要 対  応  策 備  考 

１．全学的アピールの採択と部局ＷＧ等の設置 

(1) ・東北大学男女共同参画推進宣言 ・第 1 回男女共同参画シンポジウムにおいて宣言（14.9.28）。  

(2) ・各部局ごとに男女共同参画ＷＧを設置 ・設置について、委員会へ報告済（14.7.22）。  

２．ジェンダー学講座・科目の設置と広報活動の拡充 

(1) 

 

・ジェンダー学等の男女共同参画関連分野の科目を複数開講 

 

・ジェンダー学専任教官の配置 

・ジェンダー研究関連講座担当候補者リストの作成 

・全学教育科目 基幹科目として、平成 17 年度から継続して

「ジェンダーと人間社会」を開講。また、平成 21 年度からは

「体と健康」を開講。 

 

学務審議会との連携 

(2) 

 

・男女共同参画委員会主催の講演会・シンポジウムの開催 

 

・全学教育審議会主催の講演会・シンポジウムの開催 

・各部局主催の講演会・勉強会の開催 

・平成 14 年度から継続して、男女共同参画シンポジウムを開

催し、計 8 回実施。 

・今後検討。 

・本報告書「各部局の取組み」参照。 

広報ＷＧ 

 

 

(3) 

 

 

・研究補助・懸賞論文制度の導入 

 

・研究調査のための海外視察・調査研究プロジェクトの設立等 

・学外の研究者等との学際的な共同研究を奨励・促進 

・平成 15 年度から継続して、男女共同参画奨励賞（沢柳賞）

を実施し、計 7 回表彰。 

・21 世紀ＣＯＥプログラム「男女共同参画社会の法と政策」拠

点と連携。 

奨励制度ＷＧ 

 

(4) ・研究成果の公表と広報・啓発活動 ・男女共同参画委員会ＨＰにおいて、活動内容等を掲載。 

・男女共同参画シンポジウムにおいて、沢柳賞受賞者による

受賞講演及び成果報告講演を実施。 

 

 

広報ＷＧ 
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報 告 書 の 概 要 対  応  策 備  考 

３．方針決定機関等への女性教官の参画 

(1) ・東北大学の方針決定機関におけるジェンダー・バランスの確保 ・平成 18 年度から総長特別補佐（男女共同参画担当）を設置

し、同職へ女性教員が就任。 

 

(2) ・本学の各審議機関や計画分析評価等を行う「室」等に女性教官枠登用  ・評議会に報告・了承済（14.4.16）。  

５．とくに女性教官が少ない分野での男女共同参画の推進 

(1) ・ジェンダー・バランスの現状と分析結果の取りまとめ ・評議会に報告・了承済（14.4.16）。 

・本報告書「中期目標・中期計画達成のための各部局の取組

み」参照。 

・平成 18 年度から平成 20 年度まで文部科学省 科学技術振

興調整費『杜の都女性科学者ハードリング支援事業』を実

施。平成 21 年度以降も事業継続。 

・平成21年度から文部科学省 科学技術振興調整費『杜の都

ジャンプアップ事業 for 2013』を実施。 

 

(2) ・採用における性差別・性差に基づく不公正な取扱いの有無及び 

検証結果の取りまとめ 

６．研究・教育における男女共同参画実現のための環境整備 

(3) ・研究費の配分、留学機会と費用配分での配慮 ・平成 19 年度から大学院女子学生海外渡航支援事業（通

称：ローズ支援事業）を実施。 

奨励制度ＷＧ 

 

(5) ・設備の改善（女性用トイレの増設、更衣室の整備等） ・現状について、委員会へ報告済（14.7.22）。 

・『杜の都女性科学者ハードリング支援事業』において、「環 

境整備プログラム」を実施し、自然科学系全部局に女性用

休憩室を設置。 

 

 

(6) ・子育て支援体制の確立 

・男性の育児休業制度の活用促進 

・産休・育休中の研究補助体制 

・介護休業制度等の確立 

・「東北大学川内けやき保育園」を開園（17.9.1）。 

・育児休業、育児部分休業とも子が 3 歳に達するまで取得す

ることができ、育休代替職員も雇用可能とした。 

・介護休業、介護部分休業とも約 6 月の範囲内で取得するこ

とができることとした。 

・『杜の都女性科学者ハードリング支援事業』において、「育 

児・介護支援プログラム」を実施。 

両立支援ＷＧ 
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報 告 書 の 概 要 対  応  策 備  考 

７．職員等の雇用・昇進面での平等実現と労働環境の整備 

(5) ・労働時間の短縮 

・ワーク・シェアリング 

・在宅勤務制度などの導入 

・育児のための短時間勤務制度の新設(20.4.1)。 

・就業規則（育児休業等規程）により、職員から請求があった

場合は、子（未就学児）を養育するため、労使協定にかかわ

らず超過勤務時間を 1 月 24 時間、１年 150 時間以内とする

こととしている。 

・時間外労働時間の縮減等に努めるよう周知。 

 

８．育児および介護における性別役割分業の改善と両立支援策 

(1) ・学内保育園の具体的な調査・検討 ・「東北大学川内けやき保育園」を開園（17.9.1） 

・「東北大学星の子保育園」を開園（22.3.1） 

・青葉山キャンパスでの保育所設置を検討開始（21 年度） 

 

両立支援ＷＧ 

 

(2) 

 

・育児休業制度の運用システムの改善 

・産休・育休中の臨時雇用等の補助体制を確立 

・平成16年4月以降、代替職員制度を一本化し、育児休業の

請求期間を任期とする育休代替職員を雇用可能とした。 

・「教員の任期に関する規程」を改正し、育児休業等による任

期の延長を認めることを可能とした。 

・『杜の都女性科学者ハードリング支援事業』において、「育 

児・介護支援プログラム」を実施。 

 

 

 

両立支援 WG 

 

 

 

(3) ・介護サービスの態様を検討 ・平成 16 年 4 月以降、介護休暇制度から介護休業制度とし、

負傷、疾病、老齢又は身体上若しくは精神上の障害により２

週間以上の期間にわたり日常生活を営むのに支障があり、

常時介護を必要とする状態にある者の介護をするため、休 

業することができることとした。 

 

 

(4) 

 

・育児・介護、さらに病児看護のための休暇制度とともに、支援手当や 

支援金の一時貸与の制度 

・平成 14 年 4 月以降、子（未就学児）の看護をするための特

別休暇を年 5 日以内、取得できることとした。 
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報 告 書 の 概 要 対  応  策 備  考 

９．単身赴任者のための支援体制・環境整備の促進 

(2) ・単身赴任者手当の取得条件等を改善 ・今後検討  

１０．男女共同参画推進のための不服申立制度・救済制度等の整備 

(1) ・不服を申立制度、及び問題解決にあたる恒常的な機関の設置 ・男女共同参画委員会内に相談窓口設置（14.1.18） ハラスメント相談窓口

との連携 
(2) ・相談窓口や意見箱、日常的な調査・監督にあたるオンブズパーソン制

度の設置 

・今後検討 

１１．教職員の旧姓使用の拡大 

 ・旧姓使用者の便宜を検討 ・適用済(H13.12.26)  

１２．大学院生・学部学生の研究･勉学環境の改善 

(1) ・教育・厚生施設等の設備状況の点検・改善 ・総長裁量経費により、川内南地区・北青葉山地区の厚生施

設の改修及び設備改善を行った。（平成 16 年～17 年度） 

 

(2) ・カリキュラムや演習教育場面等においての性的差別取扱い等の調査

改善 

・今後検討。  

１３．非常勤講師の処遇と研究環境の改善 

 ・非常勤講師の教育環境･雇用環境について､性別に由来する差別的 

取扱いや慣行がないかを調査・改善 

・今後検討。  
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